
東海防衛支局

夏号の主な内容

♦ 守山駐屯地創設６３周年記念行事・久居駐屯地開設７０周年記念行事

♦ 伊勢湾掃海訓練

♦ 周辺対策事業の紹介（かわしま学びの庭機能復旧工事）

♦ 愛三岐の街から（笠松町）

♦ 東海３県の防衛生産・技術基盤

（三菱重工業㈱名古屋誘導推進システム製作所）

♦ 自衛官募集案内

♦ 防衛省職員採用案内

２０２2
令和4年

夏東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

陸上自衛隊 守山駐屯地 司令部庁舎（於：桜フェスティバル）



守
山
駐
屯
地
創
設
63
周
年
記
念
行
事

及
び

久
居
駐
屯
地
開
設
70
周
年
記
念
行
事

自衛隊の活動

記念行事

２０２２年（令和４年）夏号 ２

令
和
４
年
4
月
10
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
守
山
駐
屯
地
に

お
い
て
「
守
山
駐
屯
地
創
設
63
周
年
記
念
行
事
（
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
桜
咲
く
晴
天
の
中
、
記
念
式
典
と
併
せ
て
、
車
両
試
乗
や
装
備
品
展
示
等

の
会
場
が
設
け
ら
れ
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、

来
場
さ
れ
た
方
々
は
各
隊
員
と
車
両
試
乗
や
装
備
品
見
学
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
三
重
県
津
市
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地
に
お
い
て

「
久
居
駐
屯
地
開
設
70
周
年
記
念
行
事
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
わ
た
る
青
空
の
中
、
屋
外
で
の
式
典
会
場
で
は
、
観
閲
行
進
や
訓
練
展

示
等
が
行
わ
れ
、
各
隊
員
の
頼
も
し
く
凛
々
し
い
雄
姿
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

佐野守山駐屯地司令からの式辞

記念式典車両試乗

観閲行進

観閲行進

向田久居駐屯地司令からの式辞

久居駐屯地らっぱ隊と
第10音楽隊による合同演奏



伊
勢
湾
掃
海
訓
練

自衛隊の活動

日米共同訓練

令
和
３
年
度
の
掃
海
訓
練
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
実
施
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
、
全

国
か
ら
集
結
し
た
掃
海
部
隊
は
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
例

年
寄
港
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
松

阪
港
に
は
寄
港
す
る
こ
と
な
く
、
訓

練
海
面
に
集
結
し
、
訓
練
終
了
後
、

そ
の
場
で
散
開
し
ま
し
た
。

掃
海
訓
練
の
期
間
中
に
お
い
て
は
、

伊
勢
湾
周
辺
の
漁
業
者
の
皆
様
に
操

業
制
限
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
た
め
、
愛
知
県
及
び
三
重
県
の

各
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
や
訓
練
海

面
に
近
い
地
元
の
各
漁
業
協
同
組
合

等
の
皆
様
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
掃

海
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
今
後
と
も
、

伊
勢
湾
に
お
け
る
掃
海
訓
練
の
必
要

性
、
重
要
性
を
地
元
の
皆
様
方
に
ご

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
伊
勢
湾
に
お
け
る
掃
海
訓

練
を
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

掃
海
訓
練
は
、
掃
海
艇
や
掃
海
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
、
機
雷
の
除
去
・
処

分
や
敷
設
を
行
う
能
力
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
日
本
沿
岸
の
海
域
で
訓
練
に

適
し
た
地
域
に
お
い
て
毎
年
度
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
伊
勢
湾
で
の

掃
海
訓
練
は
、
平
成
22
年
度
以
降
11
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

２０２２年（令和４年）夏号

掃海母艦「ぶんご」

訓練機雷を撤収する水中処分員

海
上
自
衛
隊
掃
海
隊
群
は
、
現
在
、
伊
勢
湾
を
含
め
全

国
４
箇
所
で
掃
海
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
伊
勢
湾

で
の
掃
海
訓
練
は
、
年
度
を
締
め
く
く
る
総
括
的
な
も
の

と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
掃
海
隊
群
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
訓
練
で
す
。

令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
伊
勢
湾

の
松
阪
港
沖
約
13
㎞
に
設
定
さ
れ
た
訓
練
海
面
に
お
い

て
、
横
須
賀
市
に
司
令
部
を
置
く
海
上
自
衛
隊
掃
海
隊

群
に
所
属
す
る
全
国
の
掃
海
部
隊
か
ら
掃
海
母
艦
「
ぶ

ん
ご
」
を
含
む
艦
艇
13
隻
、
航
空
機
1
機
、
隊
員
約
９

０
０
名
が
集
結
し
、
掃
海
訓
練
（
機
雷
戦
訓
練
）
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

３



か
わ
し
ま
学
び
の
庭
（
認
定
こ
ど
も
園
）

（
機
能
復
旧
工
事
）

防 衛 施 設

周辺対策事業

岐阜飛行場

周辺

２０２２年（令和４年）夏号

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
が
所
在

す
る
岐
阜
県
各
務
原
市
に
あ
る
学

校
法
人
西
養
寺
学
園
「
か
わ
し
ま

学
び
の
庭
（
認
定
こ
ど
も
園
）
」

は
、
平
成
元
年
度
に
当
省
の
補
助

に
よ
り
防
音
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
経
年
に
よ
り
空
気
調
和
設

備
の
機
能
低
下
等
が
顕
著
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
機

能
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
約
5
千
７
百
万
円
に

対
し
補
助
額
約
４
千
５
百
万
円
の

交
付
を
行
い
、
令
和
４
年
３
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

「かわしま学びの庭（認定こども園）」

乳児室（空調設備機能復旧工事後）

防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
と
は
、
自
衛
隊

等
の
行
為
ま
た
は
防
衛
施
設
の
設
置
若
し
く

は
運
用
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
ま
た
は

軽
減
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

冷
暖
房
機
器
の
取
替
工
事
を

行
っ
た
こ
と
で
、
快
適
な
環
境

の
中
、
子
供
た
ち
が
、
以
前
に

も
ま
し
て
更
に
楽
し
く
の
び
の

び
と
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
私
た
ち
も
快
適
な
環

境
の
中
で
保
育
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

遊戯室（空調設備機能復旧工事後）

か
わ
し
ま
学
び
の
庭

「
保
育
士
さ
ん
の
声
」

防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレム

防衛省・自衛隊は、安全保障政策への理解促進や危機管理対応、地域の
皆様の生活環境改善などを目指し、「地域社会との協力に係る施策」に
日々積極的に取り組んでいます。

この取り組みについて、より国民の皆様にご理解いただくための、防衛
省と地域社会との協力を象徴するエンブレムです。

今後、防衛省の補助事業で整備した施設等への標示をはじめ、各種イベ
ントのパンフレットや広告での使用など、防衛省全体として、幅広く活用
していきます。

◎コンセプト
背景に握手のデザイン、前面に人と人とが手を取り合うデザイン、そして緑色の色調により、

防衛省が国民の皆様のご理解とご協力のもと施策に全力で取り組んでいく意思を表しています。

防
衛
省
で
は
、
「
防
衛
施
設
周

辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
等

の
飛
行
場
の
運
用
に
伴
う
航
空
機

に
よ
る
騒
音
の
障
害
を
防
止
ま
た

は
軽
減
す
る
た
め
に
、
学
校
、
保

育
所
、
幼
稚
園
等
の
施
設
に
対
し

て
防
音
工
事
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
防
音
工
事
実
施
後
、
経

年
に
よ
り
工
事
の
際
に
設
置
し
た

空
気
調
和
設
備
（
冷
暖
房
機
器
類

）
の
機
能
が
低
下
し
た
施
設
に
お

い
て
、
そ
の
取
替
工
事
を
実
施
す

る
場
合
も
、
機
能
復
旧
工
事
と
し

て
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４



【
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
】

か
さ
ま
つ

「
愛
三
岐
の
街
か
ら
」

古田聖人 笠松町長

木曽川笠松渡船場跡「石畳」

２０２２年（令和４年）夏号

笠
松
町
で
は
、
毎
年
10
月
の
第

３
日
曜
日
に
木
曽
川
河
畔
で
「
リ

バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
開

催
し
て
お
り
、
当
日
は
、
郷
土
芸

能
を
は
じ
め
、
園
児
や
小
中
学
生

に
よ
る
演
技
・
演
奏
の
披
露
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
（
令
和
２
年
度
・

３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
中
止
）

会
場
内
に
設
け
ら
れ
る
「
防
災

コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
自
衛
隊
岐
阜

地
方
協
力
本
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
自
衛
隊
の
活
動
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
制
服
試
着

な
ど
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を
出
展
い

た
だ
い
て
お
り
、
町
民
が
自
衛
隊

活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
南
部
の
濃
尾
平
野
に
位

置
し
、
清
流
木
曽
川
に
抱
か
れ
た

笠
松
町
は
、
古
く
か
ら
水
陸
の
交

通
の
要
衝
と
し
て
、
木
曽
川
を
通

じ
て
岐
阜
と
名
古
屋
を
結
び
、
産

業
・
文
化
の
重
要
な
地
と
し
て
発

展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
幕
府
直
轄
地
と

し
て
「
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
」
が

置
か
れ
、
こ
の
地
方
の
行
政
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
、
明
治
時
代
に

な
る
と
、
こ
の
陣
屋
は
「
笠
松
県

庁
」
さ
ら
に
「
岐
阜
県
庁
」
と
し

岐
阜
県

笠
松
町

リバーサイドカー二バルでの自衛隊ブース

江戸時代後期から続く「奴行列」

【
『
豊
か
さ
』
と
『
や
す
ら
ぎ
』

あ
ふ
れ
る
創
造
文
化
都
市

】

て
活
用
さ
れ
、
明
治
６
年
に
現

在
の
岐
阜
市
へ
移
庁
す
る
ま
で

県
政
を
執
っ
た
岐
阜
県
政
発
祥

の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

明
治
22
年
７
月
の
町
制
施
行

に
よ
り
「
笠
松
町
」
が
誕
生
し
、

平
成
30
年
に
は
町
制
１
３
０
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
現
在
で
も

町
内
に
は
明
治
時
代
の
川
湊
の

石
畳
を
は
じ
め
、
歴
史
的
遺
産

や
寺
社
仏
閣
が
多
く
残
り
、
政

治
や
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
た
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
今
後
も
、
こ
う

し
た
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど

の
様
々
な
魅
力
が
一
層
の
輝
き

を
放
つ
よ
う
、
「
ま
ち
の
魅
力

を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と
癒
し

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
も

と
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
す
こ
と
で
町
全
体
が
心
も
生

活
も
『
豊
か
』
に
な
り
、
す
べ

て
の
ひ
と
が
幸
せ
で
癒
し
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
『
や
す
ら

ぎ
』
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

５



東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

防
衛
装
備
品
関
連
企
業
紹
介

三
菱
重
工
業
㈱

名
古
屋
誘
導
推
進
シ
ス
テ
ム
製
作
所

防衛装備品

調達事務東
海
防
衛
支
局
で
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
使
用
す
る
装
備
品
の
調
達

に
あ
た
り
、
品
質
管
理
に
精
通
し
た
検
査
官
に
よ
り
、
厳
格
な
監
督
・
検

査
業
務
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
我
が
国
の
防
衛
力
を
支
え
る
、
重
要
か
つ
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
製
造
会

社
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

三
菱
重
工
業
（
株
）
名
古
屋
誘
導
推
進

シ
ス
テ
ム
製
作
所
は
、
１
９
７
２
年
（
昭

和
47
年
）
に
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
の
小
牧

北
工
場
と
し
て
小
牧
市
東
名
高
速
道
路
沿

い
に
エ
ン
ジ
ン
組
立
、
試
験
工
場
と
し
て

操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
に
名
古
屋
市

内
に
位
置
す
る
大
幸
工
場
よ
り
全
面
移
転

し
、
飛
昇
体
、
航
空
・
宇
宙
エ
ン
ジ
ン
、

制
御
機
器
等
の
開
発
、
生
産
、
修
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）
に
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
よ
り
独

立
し
て
名
古
屋
誘
導
推
進
シ
ス
テ
ム
製
作

所
と
な
り
ま
し
た
。

防
衛
省
と
の
契
約
で
は
、
小
型
機
用
エ

ン
ジ
ン
や
回
転
翼
機
用
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
い
っ
た
航
空
機
関
連
部
品
の
納
入

の
ほ
か
、
次
期
Ｓ
Ｈ-

60
用
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス

の
能
力
向
上
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

名古屋誘導推進システム製作所全景

SH/UH-60用トランスミッション １２式地対艦誘導弾

０４式空対空誘導弾

航
空
宇
宙
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自衛隊地方協力本部からのお知らせ

地方協力本部（地本）は、各都道府県にある自衛隊の総合窓口です。

自衛官候補生について

応募資格 受付期間 試験期日 合格発表

１８歳以上３３歳未満の者 年間を通じて行っています。
受付時にお知らせ
します。

合格発表時期は試験時
にお知らせします。

愛 知 地 方 協 力 本 部

(電話)０５２－３３１－６２６６

https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

岐 阜 地 方 協 力 本 部
(電話)０５８－２３２－３１２７

https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

三 重 地 方 協 力 本 部

(電話)０５９－２２５－０５３１

●「自衛隊 広報ＲＯＯＭ」（名古屋市中村区椿町21-2 第3太閤ﾋﾞﾙ1階）

自衛隊の写真パネルや模型、実物大の装備品などを展示している楽し

めるスポットです。自衛隊グッズがゲットできるイベントＤＡＹもあり

ますので、ぜひ遊びに来てください！

● 各種イベントや自衛隊に関する情報を紹介！

左記アドレスのＨＰで各種イベントやＺＯＯＭによる自衛隊説明会の

案内等を行っています。また、本部ご来訪時には、レアなグッズが手に

入るかも⁈
https://www.mod.go.jp/pco/mie/

希望と適性に基づく、あなたの能力を活かせる仕事にきっと巡り合えます。

自衛官募集

自衛隊は自律した「ひとつの社会」。
「あらゆる仕事」があるんです。

救難

臨床検査技師 整備

調理 音楽演奏

法務
航空機整備

ドッグハンドラー

通信

犯罪捜査

重機
オペレーター

経理

警戒管制

気象

乗組員

偵察
化学

人事防衛駐在官

航空管制

システム開発

ドライバー

基地警備

広報

歌唱

パイロット

心理

消防

どんな時も自分たちで
任務を完遂できるよう、
あらゆる仕事があります！

自衛官募集 検索

https://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

☆『令和4年度自衛官等採用案内』
ttps://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/new/img/index/topics/r4nittei.pdf
詳しくは、最寄りの地方協力本部までお問い合わせください。

● 自衛隊広報センター「自衛館」（岐阜市神田町9-4 KJビル２F）

自衛隊のパネルや装備品の模型などを展示しています。また、５月下旬以降

にはF4ファントムの模擬コクピットを展示する予定です。ぜひファントムのコ

クピットに触れて下さい。（(時期はツイッターで発表します。）

７
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新着任者紹介

令和５年度防衛省職員採用のご案内

東海防衛支局ホームページ
「採用情報」
https://www.mod.go.jp/rdb/toukai/saiyou/saiyou.html

人事院ホームページ
「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」
https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

東海防衛支局では、国家公務員採用一般職試験（大卒・高卒程度）各合格者から事務職を専門
とする職員を毎年採用しています。

本年度についても令和５年度採用に向け、下記に記載する採用活動を行う予定ですので、当支
局又は人事院ＨＰからご確認の上、ぜひご検討ください。

東海防衛支局は、人事院が実施する国家公務員採用一般職試験の合格者から
職員を採用しています。

防衛省職員業務説明

防衛省各採用機関説明・懇談会

【業務概要】
・事務官として、総務・人事・会計業務の他、地方公共団体や地域住民の方々の理解と協力を
得るための活動や防衛施設周辺にお住いの地域住民の方の生活や福祉の向上を図る業務等に従
事します。

【大卒程度採用イベント】
・６月末～７月上旬：業務説明会／現場説明会／職員との懇談会
・７月～８月：官庁訪問
・８月中旬（人事院試験最終合格発表後）：採用面接

【高卒程度採用イベント】
・１０月中旬：業務説明会／職員との懇談会
・１１月中旬（人事院試験最終合格発表後）：採用面接

※上記イベントは、今後計画の都度、当支局ＨＰ等に掲載します。
また、開催にあたっては、東海北陸エリアに所在する防衛省各採

用機関（陸上自衛隊、航空自衛隊）も参加する予定ですので、入省
先に悩んでいる方や東海防衛支局以外に興味がある方も是非ご検討
ください。

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 計 課 長 岡 田 善 文 施設補償管理課長 関 場 一 幸

施 設 企 画 課 長 晴 山 敬 介 報 道 官 金 城 秀 利

周辺環境整備課長 冨 山 博 充 岐阜防衛事務所 次長 濱 口 知 泰

防 音 対 策 課 長 山 田 一 人 （令和4年4月1日付）


